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■新任医師紹介

令和4年度7月以降、４名の常勤医師が着任しました。新たなメンバーを加え、地

域におけるシームレスな医療提供体制の構築を進めてまいります。

今後も地域の医療機関の先生方と緊密な関係を保ち、地域包括ケアシステムの中

で機能できる急性期病院を目指してまいります。

Ｖ

消化器外科部長
間下 直樹

日本外科学会専門医・指導医
日本消化器外科学会指導医・専
門医
日本腹部救急医学会認定医
日本がん治療認定医機構がん治
療認定医
日本内視鏡外科学会技術認定医
ICD

腎臓内科医長
唐澤 宗稔

日本内科学会認定内科医
日本腎臓学会腎臓専門医

脳神経外科
大竹 拓実

麻酔科医長
横山 祐太郎

日本麻酔科学会麻酔科専門医
麻酔科標榜医
日本集中治療学会専門医
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相 談 者 社会保険労務士
日 時 毎月第２木曜日 10：00～12：00
場 所 がん相談支援センター（診療棟２階）
予 約 完全予約制
相 談 料 無料

がん相談支援センター
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がん相談支援センターのご案内

「患者相談会」

NPO法人ミーネットのピアサポーターによる患者相談会を開催しています。ピアサポー

ターとは1年間の養成講座を修了したがん体験者やその家族です。学びと体験を活かし､がん

の悩みや不安について話を聞き共に考えます。

相 談 者 ピアサポーター
日 時 毎月第２木曜日 10：00～12：00
場 所 診療棟２階 エレベーター前
予 約 不要（直接、お越し下さい。）
相 談 料 無料

小牧市民病院では、「がんの診断」、「治療や副作用」、「治療後の療養生活」、「お金

や仕事」など、がんに関するさまざまなことを相談できる、がん相談支援センターを設置し

ています。

がん相談支援センターでは「社会保険労務士によるがん就労相談」、「ピアサポーターに

よる患者相談会」を定期的に開催しています。当院に通院していないがん患者さんやそのご

家族からもご相談いただけます。がんに関するお悩みがある方がおみえになりましたら、当

院のがん相談支援センターをぜひご案内ください。

℡0568-76-4131（内2535）

「がん就労相談」

社会保険制度の観点から、治療の仕事の両立が図れるよう、がんと仕事について一緒に考

えてまいります。また、相談内容に応じて適切な相談機関等をご紹介します。
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○令和5年1月12日（木） 緩和ケア系統講義

演題：鎮静について

講師：緩和ケア科 部長医師 加藤 栄助 氏

緩和ケア科認定看護師 佐藤 史隆 氏

時間：午後5時30分～

場所：小牧市民病院 管理棟1階 講堂

■年末年始の患者支援センター臨時開設について

当院では例年年末年始期間の診療（開院）状況を地域の医療機関に確認させていただき、

患者支援センターの臨時開設日を検討しております。

開設日が決まりましたら、改めてご案内させていただきますので、よろしくお願いしま

す。

○令和5年1月26日（木） 第30回地域医療支援委員会

時間：午後2時～

場所：小牧市民病院 管理棟1階 講堂
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■委員会・勉強会のご予定

○令和5年2月15日（水） 小牧地域連携感染防止対策協議会

時間・場所：未定 ※決定次第、ご連絡いたします。

○令和5年2月16日（木） 小牧市民病院尾張臨床懇話会

演題：未定 ※決定次第、ご連絡いたします。
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用法・用量を遵守してください

・併用薬により用法・用量が異なります。

・一定の期間をかけて増量する必要があります。

・本剤の投与中止後に再開する必要がある場合は、開始量に注意してください。

いかなる理由で投与を中止した患者においても、再開時は維持用量より低い用量

からの漸増が必要です。

皮膚障害が発現した場合、ただちに投与を中止し、皮膚科専門医に相談

してください

重篤な皮膚障害の初期症状としては、以下のものがあります。

○発疹 ○目の充血 ○咽頭痛 ○口唇・口腔内のただれ

○発熱（38℃以上） ○全身倦怠感 ○リンパ節腫脹

患者さんへ重篤な皮膚障害についての服薬指導を行ってください

・重篤な皮膚障害などの副作用が出る場合があること。

・皮膚障害の初期症状が出たらすぐに受診すること。

・用法・用量を守ること。

製薬会社から、医薬品の適正使用情報が通知されております。用法・用量の遵守、副

作用の観察等を適切に行い、副作用の発症・重篤化防止に努めていただきますようよろ

しくお願いします。

〇ラミクタール錠® –用法・用量の遵守と皮膚障害の早期対応について-

ラミクタール錠®の投与により重篤な皮膚障害があらわれることがあり、2015年2月

に安全性速報（ブルーレター）が発行され、添付文書の「使用上の注意」の改訂が実施

されました。安全性速報（ブルーレター）の発行以降、重篤な皮膚障害を発現した症例

の報告数は近年では減少しているものの、用法及び用量の不遵守症例及び皮膚障害発現

から本剤投与中止まで時間を要した症例は、少数ながら報告されております。本剤の投

与に際しましては、引き続き以下の通り適正使用の徹底をお願いします。
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お問い合わせ先一覧

内 容 連絡先等

紹介予約 医療機関から予約を取得いただくほか、患者さん自身がご予約いただくことも可能です。
円滑に診療させていただくためにも、事前予約にご協力ください。

受付時間：平日 午前８時30分～午後７時 土曜日 午前９時～午後０時

電話：0568-76-1434 FAX：0568-74-4516

緊急紹介
(予約センター・救急外来)

当日の救急当番医にお繋ぎします。
（緊急紹介依頼時には「緊急紹介専用ダイヤル」にて事前にご連絡ください）

受付時間：24時間 365日

緊急紹介専用ダイヤル：0568-76-4148

FAX ：0568-74-4516（平日 午前８時30分～午後５時 土曜日 午前９時～午後０時）

FAX ：0568-76-5000（上記以外の時間帯）

小牧市民病院地域医療

ネットワークシステム

(地域連携・医療相談室)

貴院のインターネット端末から、当院の医師記録、検査結果、放射線画像および読影レ
ポートなどを閲覧いただけます。お気軽にお問い合わせください。

受付時間：平日 午前８時30分～午後５時15分

電話：0568-76-1434

開放型共同指導 入院した紹介患者さんの共同診療を希望される場合は、事前にご連絡ください。患者支
援センター職員が病棟までご案内させていただきます。

受付時間：平日 午前８時30分～午後７時 土曜日 午前９時～午後０時

電話：0568-76-1434

セカンドオピニオン外来

受診予約
完全予約制となりますので、事前にご連絡ください。基本料金は30分あたり10,000円
（税別）、以降30分ごとに5,000円（税別）となります。

受付時間：平日 午前８時30分～午後４時30分

電話：0568-76-1434 FAX：0568-74-4516

緩和ケア病棟入棟面談

外来予約
緩和ケア病棟に入棟を希望される患者さんは、事前に入棟面談外来を受診していただく

必要があります。所定の様式にてお申し込みください。

外来開設日：毎週火・水曜日 午後３時

受付時間：平日 午前８時30分～午後７時 土曜 午前9時～午後0時

電話：0568-76-1434 FAX：0568-74-4516

認定看護師活動

・出前講座

・同行訪問看護

看護師にお繋ぎし、必要事項・申請方法のご案内をさせていただきます。

申込書類等をご送信いただきますと、看護師より連絡を差し上げます。

受付時間：平日 午前８時30分～午後５時

電話：0568-76-1434 FAX：0568-74-4516

小牧連携だより26号
発行者/小牧市民病院 患者支援センター 小牧市常普請一丁目20番地 TEL：0568-76-1434 FAX：0568-74-4516 発行日/2022年11月30日
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